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・北海道北東部に位置する⼈⼝約3,600⼈の酪農業・
漁業を中⼼とする⼀次産業が盛んなまち。

・バイオマス産業都市（平成25年第２次選定）

総⾯積 362.55㎢ ※福岡県福岡市（343.46㎢）とほぼ同等

⼈ ⼝ 3,591⼈ ※令和5年5⽉末

世帯数 1,818世帯 ※令和5年5⽉末

主な産業 酪農業・漁業

アクセス 札幌市より約270km（⾞で４時間）

オホーツク紋別空港より30km
※東京からANA直⾏便で１時間50分

OKOPPE

SAPPORO
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従来のふん尿処理

牧草
デントコーン

粗飼料

⽣乳

乳⽜

65kg/d

30kg/d

・乳⽜が排出する家畜ふん尿を、飼料の肥料として
活⽤する循環型酪農
・離農による⼤規模化（１⼾当たりの飼養頭数増）
・ふん尿処理に係る労働⼒・時間の低下

堆肥化
スラリー化

ふん尿

・未熟
・悪臭
・雑草種⼦
拡散

飼料品質の低下

⽣乳品質
量の低下

循環型酪農 ・未熟な状態のふん尿

▶散布時の悪臭（町⺠・観光客）
▶雑草種⼦拡散（飼料中の雑草率上昇）

全ての町⺠対し必要な対策が求められた
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バイオガスプラントによるふん尿処理

牧草
デントコーン

粗飼料

⽣乳

乳⽜

65kg/d

30kg/d

・BGPによる強制的な発酵処理（メタン発酵）
・ふん尿処理の外注化（BGPでの処理）
・良質な肥料の確保（メタン発酵消化液）

BGP

ふん尿

・完熟
・悪臭低減
・雑草種⼦
不活化

飼料品質の向上

⽣乳品質
量の向上

BGPによる
新たな循環型酪農

・散布時の悪臭の低減（⽣活環境の改善）
・労働⼒、時間の削減（労働環境の改善）
・飼料品質の向上（⽣乳⽣産基盤の改善）

BGPによる酪農⽣産基盤の好循環



興部北興バイオガスプラント（平成28年11⽉竣⼯）

原 料︓家畜ふん尿、下⽔汚泥、⽣ごみ、⾷品加⼯残渣
処理量︓16,000t/年
バイオガス⽣産量︓50.5万㎥/年
発電量︓1,200MWh/年（北海道の⼀般家庭310世帯分の年間使⽤量※）

興部北興バイオガスプラント（平成28年11⽉竣⼯）

原 料︓家畜ふん尿、下⽔汚泥、⽣ごみ、⾷品加⼯残渣
処理量︓16,000t/年
バイオガス⽣産量︓50.5万㎥/年
発電量︓1,200MWh/年（北海道の⼀般家庭310世帯分の年間使⽤量※）

※１ヵ⽉の電⼒使⽤量を3,900kWhとして計算

7



興部北興バイオガスプラント（諸元）
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興部町の再エネ・ゼロカーボンの取組み（構想期）

平成11年

新エネルギー
ビジョン策定

地域の導⼊有望な新エネの調査を
実施。

平成13年

興部町⾵⼒発電所
運転開始

酪農の丘にオホーツク地域発とな
る⾵⼒発電所（600kW)。
※平成23年廃⽌。モニュメントとし
て保存。

平成20年

地域バイオマス
利活⽤推進PJ

バイオマス資源の賦存量調査と利
⽤検討。豊富な家畜バイオマス。

平成21年

地域新エネルギー
ビジョン策定

バイオガスプラントで発⽣するバ
イオガスの直接利⽤の可能性調
査。地産地消によるバイオガスプ
ラントの検討。

H15
現職の硲町⻑初当選。

バイオマス事業を強⼒に推進。

1999 2001 2008 2009
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興部町の再エネ・ゼロカーボンの取組み（導⼊期）

平成23年

バイオマスタウン
構想策定

バイオガス利活⽤に関する調査。
ガスの直接利⽤の模索（LPG代替
/LNGとの併⽤）。

平成26年

バイオマス産業都市
認定

平成25年度2次選定により認定。
家畜ふん尿と森林資源利⽤などの
バイオマス資源を活⽤したまちづ
くり。

平成27年

興部北興BGP
建設⼯事開始

中⼼市街地の酪農家6⼾を対象と
した町営のバイオガスプラント。

平成28年

興部北興BGP
稼働開始

平成28年11⽉に稼働開始。処理
量約40t/⽇の集中型バイオガス
プラント。

H25
BGPの建設に向け地域説明会
等を実施し合意形成。

系統連系問題が顕在化

2011 2014 2015 2016
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興部町の再エネ・ゼロカーボンの取組み（創造期）

平成30年

BGPにて
下⽔汚泥の受⼊開始
廃棄物系バイオマス資源の有効活
⽤。町下⽔終末処理場で発⽣する
脱⽔汚泥の受⼊。
翌令和元年には、町内で発⽣する
⽣ごみ全量を受⼊し、資源として
利活⽤。

※バイオマス産業都市構想の整備
計画を延期（秋⾥地区）

令和元年

⼤阪⼤学と
連携協定

バイオガスから有⽤ケミカル（メ
タノール・ギ酸）を⽣産する技術
開発についての連携協定。

令和3年

NEDO先導研究
プログラム開始

NEDOの実証事業で、ラボスケー
ルからパイロットスケールへのス
ケールアップと、商⽤化へのプロ
セスとして1000Lスケールのパイ
ロットプラントを構築。スケール
アップに成功。

※2021年度〜2022年度

令和4年

北海道⼤学と
共同研究

地域に根差した脱炭素化に向けた研
究を北海道⼤学と連携して実施。
町職員の声を反映した「事務事業
編」、町⺠の声を反映した「区域施
策編」の策定など、ボトムアップ型
まちづくり脱炭素PJ。

R2:バイオガスからメタノー
ル・ギ酸の製造に世界初成功

2018 2019 2021 2022

北海道胆振東部地震
ブラックアウト
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興部町の再エネ・ゼロカーボンの取組み（創造期）

令和5年度

メタン酸化コンソ
「OCNIC」設⽴

メタン→メタノール・ギ酸製造の
社会実装に向けたコンソーシアム
である「興部カーボンニュートラ
ルイノベーションコンソーシアム
（OCNIC）」を設⽴。

北海道経済部
事業の採択

OCNICで申請した「カーボン
ニュートラルイノベーション事
業」に採択。R5~R7年度の３カ
年で、バイオガスからギ酸の連続
製造プラントの整備を実施。

2023.5 2023.9

ゼロカーボンシティ
宣⾔

町⺠横断型組織である「興部町ゼ
ロカーボン推進会議」を設⽴し、
参加団体と「町⺠主体のボトム
アップ型ゼロカーボンまちづく
り」を⽬指しゼロカーボンシティ
共同宣⾔を実施。。全国998番
⽬。

2023.11
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⼤阪⼤学との連携協定と共同研究

・⼤阪⼤学⼤久保教授が開発したメタンを常温常圧でメタノール・ギ酸に
変換する世界初の技術の社会実装に向けた連携協定を締結。

・バイオガス中のメタンから「バイオメタノール・バイオギ酸」の製造。

・バイオガスプラント普及の後押しと、化⽯燃料代替エネルギーの⽣産。

先端技術を活⽤したエネルギーの脱炭素

オホーツク農業科学研究センターでの実験
（町営の酪農研究機関。ラボ試験に必要な機材が揃う）

⼤阪⼤学⾼等共創研究院,⼤久保敬教授
（専⾨分野:光化学、触媒化学、電⼦移動化学）

メタン酸化技術開発パイロットプラント
（世界初の試験プラント構築,2022）

×

バイオガスプラント

バイオガス発電

バイオマス資源によるCNなエネルギー⽣産

バイオメタノール
バイオギ酸

電気・⽔素 電気・熱

いままでは
これか

らは
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⼤阪⼤学との連携協定締結
バイオガスからメタノール・ギ酸を⽣産する技術開発に

向けた連携協定を締結。2019.6⽉＠⼤阪⼤学
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世界初︕バイオガスからメタノール製造に成功
興部町のオホーツク農業科学研究センターにて共同研究。バイオガス

から、メタノール・ギ酸の⽣産に世界で初めて成功。2020.7⽉
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NEDO先導研究プログラムに採択
2021年〜2022年の2か年で、パイロットスケール装置の開発による

スケールアップ⽣産に向けた研究を実施。産官学連携。
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NEDO先導研究プログラムに採択
2021年〜2022年の2か年で、パイロットスケール装置の開発による

スケールアップ⽣産に向けた研究を実施。産官学連携。
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ゼロカーボンイノベーション導⼊⽀援事業に採択
北海道経済部の⽀援を受け、2023年度〜2025年度の3か年で、バイオ

ガスからギ酸の連続⽣産に向けた研究開発を実施中。
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興部カーボンニュートラルイノベーション事業（事業概要）

●バイオガスプラント(BGP)は家畜ふん尿のメタン発酵により、従来のふん尿処理に⽐べ温室
効果ガス（GHG）排出量低減に寄与するシステムであり、酪農基盤強化と併せて普及拡⼤を
⽬指している。

●⼤阪⼤学が開発した「メタン光酸化技術」はBGPで得られるGHGであるメタンを常温常圧で
ギ酸に変換する世界初の技術であり、GHGの有効活⽤（飼料添加物利⽤）が可能である。

事業⽬的・概要

●2023年度
ベンチスケール装置（1t/年）を制作。

パイロット
スケール
2025年度
10t/年

導⼊計画

●本技術の社会実装により、酪農⽣産基盤の強化・資源循環・新規産業創出・BGPの普及を⽬
指す、『カーボンニュートラル循環型酪農システム』の構築を⾏う。

●2024年度
ベンチスケール装置を⽤いた⽣産の効率
化・スケールアップを図るための検証。

●2025年度
パイロットスケール装置(10t/年)の構

築。

ベンチ
スケール
2023年度
1t/年

ラボ
スケール
＜既往研究＞



⼆酸化塩素による常温常圧メタン酸化法

●2018年に⼤阪⼤学が開発に成功した⼆酸化塩素による常温・常圧 メタン酸化法を⽤い、メタンからギ酸を製造する。 

●バイオガスを溶解させたフルオラス溶媒と⽔の混合溶液に⼆酸化塩素を加え撹拌・光照射することによりメタンが
酸化されギ酸を得ることができる。 

●「常温・常圧」「⼆酸化炭素の分離不要」「⾼価な触媒不要」で
あることから、低コストでの⽣産が可能である。 

●従来技術による収率は1%以下で あり、本技術はほぼ100%と
⼤幅に記録更新。世界初の技術として 注⽬されている。 



興部カーボンニュートラルイノベーション事業（事業概要）

連続⽣産装置構築中



バイオギ酸の地域内サプライチェーン構築による脱炭素

●家畜ふん尿由来のバイオガスを「電気（発電）」ではなく「バイオギ酸」に変換することにより 保存性・可搬性 向上。

●地域資源（ふん尿）から地域で使⽤する「ギ酸」を⽣産することで、地域資源循環 が可能に → 脱炭素 。
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興部カーボンニュートラルイノベーションコンソーシアム（OCNIC）
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サプライチェーン構築

装置開発

基礎技術

実証フィールド

コンソーシアム加⼊者募集中
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⾝近に感じる温暖化の影響 〜 流氷の変化

282003

最⾼気温︓ 28.4℃
最低気温︓-18.4℃

2022

最⾼気温︓32.2℃
最低気温︓-18.0℃

▶
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「 地 球 温 暖 化 」
興部町においても急激な温暖化が進⾏している。
30年前(1998)に⽐べて2023年は+2.4℃上
昇。

1998 2023 2030 2040 20502005

興部町の平均気温（実績値）
予想平均気温の推移

温暖化対策を⾏わないまま
2050年を迎えると

（2005年を基準年とした場合）

+4.8℃上昇

2003,5.3℃

2004,6.5℃



バイオギ酸の地域内サプライチェーン構築による脱炭素
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